
酒蔵として使用している洞窟は、第二次世界大戦末期に戦車の
製造をするために造られたもの。洞内には、100mのたて坑
3本、60mの横坑5本が延び、その総延長は600mにも及ぶ。
洞窟にいると、静寂に包まれ異世界に迷い込んだ感覚になる。
●所神長字天神149 ●交島崎酒造から車で5分●料大人（20歳以
上）：200円、20歳未満：無料●時開放日はHPを要確認●P10台

大金駅前観光交流施設
ナスカラ市場
●おおがねえきまえかんこうこうりゅうしせつなすからいちば
☎0287-88-8585
観光案内のほか、米や地元農産物、雑貨などの
販売も行っている。ロードバイク用サイクルスタ
ンドがあり、ツーリングの拠点としても便利。
●所大金155-4●交 JR大金駅から徒歩1分
●時9～18時●休1/1～1/6●Pあり

山あげ会館●やまあげかいかん
☎0287-84-1977（那須烏山市観光協会）
人間そっくりのロボットの「勘助じいさん」が祭りについて
詳しく説明してくれる。そのほか、山あげ祭に使う屋台が
常時3台展示してある大ホールなどがある。地元の特産品
などの品揃えが充実しているので、みやげ探しに立ち寄る
のもいい。
●所金井2-5-26●交 JR烏山駅から徒歩5分●料入館300円
●時9時～16時●休火曜（祝日の場合は翌日）●P80台

烏山和紙会館／クラフト館
●からすやまわしかいかん／くらふとかん
☎0287-82-2100
烏山和紙会館に入ると、さまざまなデザインの
照明が並び目を引く。じっくり眺めて、烏山和紙の
風合いを実感しよう。館内では、烏山和紙を使った
製品の展示・販売もしており、色とりどりの和紙や
小物は、眺めるだけでも楽しい。
●所中央2-6-8 ●交JR烏山駅から徒歩10分●料入館
無料●時9時～17時30分●休火曜●P10台

烏山和紙で作られた照明。やわらかな光が特徴

和紙の里
●わしのさと
☎0287-82-2128
烏山和紙を制作している工房では、職人さんの
紙すき作業や和紙の原料などを見ることがで
きる。紙すき体験の詳細は6ページを参照。
●所小原沢599 ●交 JR烏山駅から車で15分
●料入館無料●時9時～17時30分●休火曜
●P10台

洞窟見学で異世界体験！

烏山和紙会館。近代化遺産に認定されている趣のある建物

烏山和紙
奈良時代からの歴史をもつ烏山和紙は、山あげ祭の
はりか山（背景画）や県内外の多くの学校の卒業証書
にも使用され、たくさんの人々に親しまれている。
那須烏山市を訪れたら、ぜひこの伝統工芸にふれて
みよう。厚紙の至宝といわれる程村紙（ほどむらがみ）
は、国の選択文化財だ。
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手すき
体験はp.6
を見てね

島崎酒造●しまざきしゅぞう
☎0287-83-1221
●所中央1-11-18●交 JR烏山駅から徒歩10分
●時9～17時●休1月1日●P10台

⑬サイクル
マ ッ プ
p.8-9

島崎酒造のどうくつ酒蔵
嘉永2年（1849）創業の老舗蔵元。2代目島崎熊吉が相撲好き
であったことから酒銘を「東力士」（あずまりきし）と名付け、現
在も丹精込めて日々酒造りに取り組んでいる。総面積2400㎡
の洞窟を熟成庫として利用しており、ここで熟成された酒は、
まろやかで気品あふれる味わいになると評判だ。

⑭サイクル
マ ッ プ
p.8-9

⑮サイクル
マ ッ プ
p.8-9

⑯サイクル
マ ッ プ
p.8-9

⑱サイクル
マ ッ プ
p.8-9

⑳サイクル
マ ッ プ
p.8-9⑲サイクル

マ ッ プ
p.8-9

龍門カフェ Instagramはこちら▶

龍門ふるさと民芸館
●りゅうもんふるさとみんげいかん
☎0287-83-2765
館内の「龍門カフェ」では、様々な種類の「ベーグル」や滝を
イメージした「青いミルク」が人気です。また、龍門の滝の
素晴らしい景色を楽しめるテラス席、特産品コーナー、観光
情報コーナーがあるほか、ワーケーションとしても利用
可能。館内に展示されている龍神に願い事をすると、恋愛
成就や全体運がアップするかも!?
●所滝414 ●交 JR滝駅から徒歩5分 ●料入館無料
●時9～16時（カフェは10～15時）●休火曜（祝日の場合は
翌日）●P27台

龍門の滝にまつわる
民話アニメーション動画は
こちら

龍門の滝●りゅうもんのたき

江川にある高さ約20m、幅約65mに渡って流れ
落ちる滝。この滝には大蛇が棲むという伝説があり、
それが名前の由来になっている。初夏の新緑や秋の
紅葉など、季節ごとに見せる滝の表情がすばらしく、
何度も訪れたくなる。タイミングが合えば滝と
アキュムのツーショットを見ることも！

⑰サイクル
マ ッ プ
p.8-9

ここが必見スポット

　2023（令和５）年４月にJR烏山線が
開業100年を迎えました。
　「からせん」の愛称で市民から親しま
れる烏山線の開業にあたり、30年にも
及ぶ根気強い請願や地域ぐるみの鉄道
敷設促進運動を経て、1923（大正
12）年４月15日に開業しました。 
　開業に功績のあった先覚者たちへ
感謝を込めて、ありがとう「からせん」。
これからもよろしくね。

JR烏山線開業

100周年


